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渡小学校 ６年生渡小学校 ６年生

＜６年＞　大山　楓雅さん
　ぼく達の学級は、毎日笑っています。笑わせる人、笑
う人がいて、朝の時間や昼休みも、楽しく笑顔で過ごし
ています。そして、みんな仲がいいです。授業では、隣
の人と話をしてしまう人もいるけど、真剣に取り組む人
が多いです。もうすぐ夏休みなので、行事やテスト、学
習のまとめなどがたくさんあります。ぼくは、みんな真
剣に取り組んで頑張ってほしいと思っています、６年生
の学級目標、毎月の生活目標、毎日のめあて、人権宣言
などを意識して守っていきたいです。そして、６年生の
いいところの「話し合いが上手」「あいさつ、返事が上
手」「よく食べるところ」などを、もっと増やせるように頑
張りたいです。

＜担任の先生＞　中西　万里
　６年生は、男子 10 名、女子６名、計 16 名です。
気持ちが優しく、友達を大切にできる６年生です。朝
から、自分たちで時間を見て行動し。、朝の会を始め
ることができ、気持ちの良いスタートを切ることがで
きています。授業中にも、自分の意見を堂々と発表
できる子どもが増え、嬉しいです。１学期は運動会も
学校のリーダーとして、いろいろな場面で活躍して
頑張りました。２学期は修学旅行や学習発表会、持
久走大会などもありますが、様々な経験を積み重ね、
力を付け、自信を持って卒業式を迎えられるように、
これからの学校生活も一緒に頑張っていきたいと思
います。

学級目標

DREAM～夢に向かってがんばるなかま～
　な：何でも挑戦し、粘り強く取り組みます！
　か：考えて行動します！
　ま：学び合い高まります！

DREAM～夢に向かってがんばるなかま～
　な：何でも挑戦し、粘り強く取り組みます！
　か：考えて行動します！
　ま：学び合い高まります！

クラスの自慢

・大きな声で返事ができる。（「はい。」の返事）
・時間を守って行動しようとしている。（３分前着席）
・６年生として「がんばろう！」という気持ちがある。
・授業中に、いい意見を発表しようと頑張っている。

・大きな声で返事ができる。（「はい。」の返事）
・時間を守って行動しようとしている。（３分前着席）
・６年生として「がんばろう！」という気持ちがある。
・授業中に、いい意見を発表しようと頑張っている。
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令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
か
ら
２

年
、
渡
地
区
の
買
取
型
災
害
公
営
住
宅

整
備
事
業
の
起
工
式
が
行
わ
れ
、
教
育

関
係
で
は
、
義
務
教
育
学
校
へ
の
再
編

に
つ
い
て
村
各
地
区
に
て
説
明
会
が
行

わ
れ
た
。

　
去
る
４
月
の
村
議
会
議
員
選
挙
を
終

え
、
議
会
広
報
特
別
委
員
会
も
一
新
し
、

名
称
を
「
急
流
」
と
し
て
表
紙
か
ら
最

後
の
ペ
ー
ジ
ま
で
村
民
の
皆
様
に
「
村

民
と
共
に
歩
む
議
会
」
を
目
指
し
た
議

会
活
動
を
伝
え
、
共
に
考
え
読
み
や
す

い
「
議
会
だ
よ
り
」
の
作
成
に
向
け
て

委
員
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　「
議
員
は
な
ん
ば
す
っ
と
？
」
と
の

声
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
９
月
に
は
定
例

議
会
が
開
か
れ
ま
す
。
皆
様
ど
う
ぞ
議

会
を
傍
聴
さ
れ
、
村
や
議
会
に
対
し
て

の
「
声
」
を
お
聴
か
せ
下
さ
い
。

板
﨑
　
壽
一

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
　
　
　板 

﨑
　壽 

一

副
委
員
長
　
　
　西 

林
　尚 

賜

委
　
　員
　
　
　宮 

本
　宣 

彦

委
　
　員
　
　
　永
椎  

樹
一
郎

■球磨村世帯数：1,308世帯　■人口：3,010人　男：1,456人　女：1,584人（令和4年８月１日現在）

表紙写真：球磨村文化会写真サークル提供

編
集
後
記

二俣の瀬二俣の瀬
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村
民
の
皆
様
に
は
平
素
か
ら
村
議
会

に
対
し
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
４
年
４
月
24
日
の
村
議
会
議
員

選
挙
に
お
い
て
新
し
く
10
名
の
議
員
が

誕
生
し
、
５
月
12
日
の
臨
時
議
会
に
お

い
て
議
員
各
位
の
推
挙
を
賜
り
議
長
の

要
職
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

身
に
余
る
光
栄
で
有
り
ま
す
と
と
も
に

そ
の
責
務
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
お
り

ま
す
。

　

も
と
よ
り
微
力
で
有
り
ま
す
が
誠
心

誠
意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

議
員
の
果
た
す
べ
く
役
割
と
し
て
行

政
の
監
視
、
村
民
と
の
パ
イ
プ
役
、
政

策
提
言
と
捉
え
、
村
の
将
来
を
見
据
え

て
常
に
村
民
と
の
対
話
を
大
事
に
村
の

復
旧
・
復
興
を
早
く
成
し
遂
げ
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
村
に
お
き
ま
し
て
は
依
然
と
し
て

厳
し
い
財
政
状
況
で
す
が
、
活
力
と
魅

力
に
あ
ふ
れ
安
全
で
住
み
や
す
い
村
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
事
が
村
民
の
皆
様

の
一
致
し
た
願
い
で
あ
る
こ
と
の
認
識

に
立
ち
、
そ
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
災

害
に
備
え
た
防
災
体
制
、
あ
る
い
は
少

子
高
齢
化
へ
の
対
応
、
福
祉
、
次
代
を

担
う
子
ど
も
達
の
育
成
に
必
要
な
小
中

学
校
再
編
は
、
執
行
部
と
一
体
と
な
っ

て
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
村
民
の
皆
様
に
信
頼
さ

れ
る
議
会
と
な
る
よ
う
充
実
し
た
議
会

活
動
を
行
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

　

今
後
も
皆
様
の
ご
指
導
ご
協
力
を
心

か
ら
お
願
い
し
ま
し
て
就
任
の
挨
拶
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

球
磨
村
議
会
議
長
　
　
　
　

舟 

戸
　
治 

生

（後列）　永椎樹一郎議員　板﨑壽一議員　東純一議員　宮本宣彦議員　西林尚賜議員
（前列）　嶽本孝司議員　田代利一議員　舟戸治生議長　髙澤康成副議長　犬童勝則議員

対
話
を
大
事
に
、信
頼
さ
れ
る
議
会
を
！

対
話
を
大
事
に
、信
頼
さ
れ
る
議
会
を
！



3 くまむら議会だより　第106号
令和４年８月25日発行

球磨村議会議席・委員構成

○総務文教常任委員会（５人）
　（委員長）髙澤　康成　（副委員長）犬童　勝則
　（委　員）西林　尚賜　　板﨑　壽一　　田代　利一
○産業厚生常任委員会（５人）
　（委員長）嶽本　孝司　（副委員長）宮本　宣彦
　（委　員）永椎　樹一郎　　東　純一　　舟戸　治生
○議会運営委員会（４人）
　（委員長）犬童　勝則　（副委員長）田代　利一
　（委　員）東　純一　　嶽本　孝司
○人吉球磨広域行政組合議員（２人）
　（議　員）田代　利一　　永椎　樹一郎
○人吉下球磨消防組合議員（１人）
　（議　員）東　純一
○議会選出監査委員（１人）
　（監査委員）板﨑　壽一
○水防協議会委員（４人）
　（委　員）永椎　樹一郎　　西林　尚賜　　宮本　宣彦　　東　純一
○球磨川改修事業対策特別委員会（５人）
　（委員長）嶽本　孝司　（副委員長）宮本　宣彦
　（委　員）永椎　樹一郎　　西林　尚賜　　板﨑　壽一
○議会広報対策特別委員会（４人）
　（委員長）板﨑　壽一　　（副委員長）西林　尚賜
　（委　員）永椎　樹一郎　　宮本　宣彦
○議会活性化特別委員会（９人）
　（委員長）嶽本　孝司　（副委員長）永椎　樹一郎　（委　員）他７名（議長を除く）
○豪雨災害復旧・復興対策特別委員会（９人）
　（委員長）髙澤　康成　　（副委員長）田代　利一　（委　員）他７名（議長を除く）

任期：令和４年５月５日～令和８年５月４日
令和４年５月 12 日決定議席番号（10人）

番 号 氏　名 番 号 氏　名
８ 議　長 舟戸　治生 ４ 議　員 板﨑　壽一
９ 副議長 髙澤　康成 ５ 議　員 東　　純一
１ 議　員 永椎樹一郎 ６ 議　員 犬童　勝則
２ 議　員 西林　尚賜 ７ 議　員 嶽本　孝司
３ 議　員 宮本　宣彦 10 議　員 田代　利一

　舟戸治生議長・髙澤康成副議長を決定
　

令
和
４
年
４
月
の
球
磨
村
議
会
議
員
一
般
選
挙
後
、
５
月
12
日
に
臨
時
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

臨
時
議
会
で
は
、
議
席
番
号
、
議
長
、
副
議
長
を
決
定
し
、
各
委
員
会
の
委
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
５
月
か
ら
令
和
８
年
５
月
ま
で
の
構
成
表
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第３回
臨時会
開　催



6 月
定例会

渡
災
害
公
営
住
宅
取
得
を
可
決

　

第
４
回
定
例
会
が
６
月
10
日
か
ら
16

日
ま
で
の
６
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
初
日
は
、
３
月
以
降
の
諸
般
の
報
告
、

例
月
出
納
検
査
結
果
報
告
、
一
部
事
務

組
合
の
報
告
を
行
い
、
続
い
て
、
23
件

の
議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
７
名
の
議
員
が
通
告
書

に
基
づ
き
登
壇
し
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

14
日
と
16
日
は
、
追
加
上
程
を
含
む

議
案
を
審
議
し
、
全
て
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
第
２
回
補
正
予
算
で
は
、

４
億
８
，
５
３
４
万
２
千
円
が
追
加
さ

れ
、
総
額
54
億
５
，
３
８
８
万
４
千
円

と
な
り
ま
し
た
。（
第
３
回
臨
時
議
会
で
、

一
般
会
計
の
第
１
回
補
正
予
算
は
、
１
，

９
５
４
万
２
千
円
が
追
加
さ
れ
、
総
額

49
億
６
，
８
５
４
万
２
千
円
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。）

　
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
で
は
、

浅
野
美
津
子
氏
と
東
さ
ゆ
り
氏
を
全
員

一
致
で
推
薦
す
る
決
定
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
件
の
陳
情
が
あ
り
、
協
議

の
結
果
、
３
件
を
採
択
し
国
会
へ
意
見

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

（
審
議
さ
れ
た
議
案
は
、
６
ペ
ー
ジ
の
と

お
り
で
す
）
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渡
災
害
公
営
住
宅
の
取
得

　
渡
災
害
公
営
住
宅
は
、
運
動
公
園
遊

具
広
場
に
建
設
を
予
定
し
て
い
る
鉄
骨

造
７
階
建
て
60
戸
の
住
宅
で
、
施
設
の

完
成
後
に
「
買
取
型
」
と
し
て
事
業
者

か
ら
買
い
取
り
を
行
う
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
契
約
金
額
は
、
14
億
５
，
１
１
１
万

３
，
６
７
０
円
で
、
天
草
市
の
井
上
不
動

産
有
限
会
社
と
の
契
約
に
な
り
ま
す
。

　
議
会
で
も
、
建
設
場
所
に
つ
い
て
は

賛
否
あ
り
ま
し
た
が
、
賛
成
多
数
に
よ

り
可
決
し
ま
し
た
。

村
道
路
線
の
認
定

　
塚
の
丸
住
宅
地
の
造
成
に
併
せ
て
整

備
す
る
総
合
運
動
公
園
ま
で
の
避
難
路

や
宅
地
内
道
路
の
栗
林
桜
峯
線
１
，

０
５
０
ｍ
と
塚
の
丸
線
９
３
１
ｍ
を
村

道
に
認
定
し
ま
し
た
。

村
有
財
産
の
処
分

　
今
回
の
財
産
処
分
は
、
村
有

林
立
木
で
一
勝
地
字
渡
の
面

積
８
．
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
杉

１
，
４
９
９
㎥
と
ヒ
ノ
キ
２
，

２
８
３
㎥
で
、
樹
齢
は
54
～
72

年
生
で
す
。

敬
老
祝
金
給
付
条
例
の
制
定

　

こ
れ
ま
で
敬
老
年
金
と
し
て
80
歳
以
上

の
高
齢
者
で
、
在
宅
生
活
者
へ
毎
年
支
給

し
て
い
ま
し
た
が
、
満
77
歳
の
「
喜
寿
」

の
際
に
２
万
円
、
88
歳
の
「
米
寿
」
の
際

に
５
万
円
、
百
歳
に
達
し
た
方
へ
10
万
円

を
給
付
す
る
「
祝
金
方
式
」
へ
見
直
し
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
議
会
か
ら
検
討
の
余
地
が
あ

る
と
し
た
受
給
年
齢
が
過
ぎ
た
方
に
対
す

る
影
響
に
つ
い
て
は
、
経
過
措
置
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。

心
身
障
害
者
福
祉
年
金
支
給

条
例
の
廃
止

　

平
成
25
年
「
障
害
者
総
合
支
援
法
」
の

制
定
に
よ
り
、
多
く
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
が
創
設
さ
れ
、
障
害
者
の
自
立
社
会
参

加
を
目
指
し
、
個
人
の
自
己
選
択
、
自
己

決
定
を
重
視
し
た
制
度
へ
変
化
し
て
き
ま

し
た
。

　

今
回
、
一
律
に
給
付
す
る
福
祉
年
金
を

廃
止
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

球
磨
村
長
等
の
給
与

の
特
例
に
関
す
る

条
例
の
制
定

　
時
効
到
来
後
に
村
税
、
国
保

税
及
び
介
護
保
険
料
の
収
納
を

し
て
い
た
不
適
正
事
案
に
関
し

て
、
当
事
者
並
び
に
村
民
へ
謝

罪
す
る
と
と
も
に
、
７
月
分
の

村
長
給
与
10
％
、
副
村
長
給
与

５
％
を
削
減
す
る
特
例
条
例
を

制
定
し
た
も
の
。
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令
和
４
年
第
５
回
臨
時
議
会
を
８
月

５
日
に
開
催
し
、
報
告
１
件
、
議
案
２

件
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
村
道
で
発
生
し
た
自
動
車

破
損
事
故
の
和
解
と
損
害
賠
償
額
の
決

定
の
報
告
と
、
一
勝
地
災
害
公
営
住
宅

の
取
得
（
買
取
り
型
）
に
つ
い
て
と
、

令
和
４
年
度
一
般
会
計
（
第
２
回
）
補

正
予
算
と
な
り
ま
す
。

　

補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、
今
年

７
月
の
豪
雨
災
害
に
伴
う
災
害
復

旧
工
事
費
な
ど
と
な
り
ま
す
。
補
正

額
１
億
６
，
３
５
０
万
８
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
合
計
は
、

56
億
１
，
７
３
９
万
２
千
円
と
な
り

ま
す
。

第
５
回
臨
時
会
を
開
催

　令和４年度一般会計当初予算額は、４９億４,９００万円
　

令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
、
第
２
回
定
例
会
（
３
月
）
に
可
決
し
て
い
ま

す
が
、
予
算
総
額
は
、
49
億
４
，
９
０
０
万
円
の
予
算
を
編
成
し
て
お
り
、
令
和
２
年
７
月

豪
雨
災
害
に
よ
る
被
災
者
の
生
活
再
建
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
３
回
目

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
消
防
団
員
へ
の
報
酬
の
増
額
な
ど
、
災
害
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
対
す
る
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

歳 入 村税
213,492
4.31%

地方贈与税
76,923  1.55%

交付金
58,603  1.18%

地方交付税
2,004,000
40.49%

県支出金
921,860
18.63%

繰入金
580,000
11.72%

国庫支出金
508,272
10.27%

財産収入
50,525
1.02%

寄付金
50,801
1.03%

繰越金
50,000
1.01%

その他
71,924
1.45%

村債
362,600
7.33%

総務費
1,584,629
32.02%

民生費
909,250
18.37%

衛生費
234,250
4.73%

農林水産費
407,813
8.24%

商工費
13,097
0.26%

公債費
422,235
8.53%

教育費
227,775
4.60%

消防費
140,163
2.83%

土木費
285,151
5.76%

災害復旧費
656,883
13.27%

議会費
57,752
1.17%

予備費等
10,002
0.20%歳 出

単位：千円

単位：千円

被災した村道横井大槻線の様子
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６月定例会　審議した議案等とその結果
議案番号 件　　　　　名 結　果 賛成 反対

報 告 第 １ 号 令和３年度球磨村一般会計予算繰越明許費繰越計算書について 報　　告 8 0

報 告 第 ２ 号 令和３年度球磨村一般会計予算繰越明許費事故繰越し繰越計算書に
ついて 報　　告 8 0

報 告 第 ３ 号 令和３年度球磨村一般会計継続費精算報告書について 報　　告 8 0

議 案 第 ２ ７ 号 村道路線の認定について 原案可決 8 0

議 案 第 ２ ８ 号 熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更について 原案可決 8 0

議 案 第 ２ ９ 号 工事請負契約の締結について
（村道第二田代線道路災害復旧工事（７月災）その２） 原案可決 8 0

議 案 第 ３ ０ 号 工事請負契約の変更について
（村道松本線道路災害復旧工事（７月災）） 原案可決 8 0

議 案 第 ３ １ 号 工事請負契約の変更について
（大瀬谷川河川災害復旧工事（７月災）） 原案可決 8 0

議 案 第 ３ ２ 号 工事請負契約の変更について
（神瀬福祉センターたかおと解体工事） 原案可決 8 0

議 案 第 ３ ３ 号 財産の処分について（村有林の法正林化） 原案可決 8 0

議 案 第 ３ ４ 号 球磨村長等の給与の特例に関する条例の制定について 原案可決 8 0

議 案 第 ３ ５ 号 球磨村敬老祝金給付条例の制定について 原案可決 8 0

議 案 第 ３ ６ 号 球磨村心身障害者福祉年金支給条例を廃止する条例の制定について 原案可決 8 0

議 案 第 ３ ７ 号 球磨村長等の給与及び旅費に関する条例及び球磨村職員の旅費に関
する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 8 0

議 案 第 ３ ８ 号 球磨村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 8 0

議 案 第 ３ ９ 号 球磨村人権擁護に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 8 0

議 案 第 ４ ０ 号 球磨村奨学金貸与条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 8 0

議 案 第 ４ １ 号 令和４年度球磨村一般会計補正予算について 原案可決 8 0

議 案 第 ４ ２ 号 令和４年度球磨村介護保険特別会計補正予算について 原案可決 8 0

議 案 第 ４ ３ 号 令和４年度球磨村簡易水道特別会計補正予算について 原案可決 8 0

諮 問 第 １ 号 人権擁護委員候補者の推薦について（浅野 美津子 氏） 原案同意 8 0

諮 問 第 ２ 号 人権擁護委員候補者の推薦について（東 さゆり 氏） 原案同意 8 0

報 告 第 ４ 号 令和３年度球磨村簡易水道特別会計予算繰越計算書について 原案可決 8 0

議 案 第 ４ ４ 号 財産の取得について（渡地区災害公営住宅） 原案可決
（起立採決） 7 1

陳　　　情　　　書

発 議 第 ５ 号 消費税インボイス制度の実施中止を求める意見書の提出について 原案可決 8 0

発 議 第 ６ 号 女性トイレの維持及びその安心安全の確保について陳情 原案可決 8 0

発 議 第 ７ 号 シルバー人材センターに対する支援を求める意見書の提出について 原案可決 8 0

（採決の人数は、議長と欠席議員１名を除く８名）



村
の
考
え
を
問
う

7 くまむら議会だより　第106号
令和４年８月25日発行

田代　利一 議員
（８ページ）

１　復興について
２　一勝地温泉かわせみについて

６月定例会の一般質問には７人の議員が登壇し、村への
提言や質問を行いました。
※紙面の都合により、質問と答弁を要約した内容を登壇順にお知
　らせします。

問質般一

東　　純一 議員
（９ページ）

１　災害公営住宅の入居者状況及び村営村有住
宅の建設計画

２　仮設住宅状況
３　神瀬中心部及び、住宅建設予定地一体の嵩上げ
４　県道改良工事

永椎樹一郎 議員
（10 ページ）

１　施政方針
２　復興まちづくり計画

嶽本　孝司 議員
（11 ページ）

１　災害後の復旧・復興
２　これからの復旧、復興

西林　尚賜 議員
（13 ページ）

１　塚の丸宅地造成計画
２　千寿園の再建計画

板﨑　壽一 議員
（14 ページ）

１　復興まちづくり計画について
２　千寿園の移設について
３　かわせみ再建に向けて

宮本　宣彦 議員
（12 ページ）

１　村有財産の現状について
２　防災無線の有効活用について

一般質問とは
村のさまざまな課題等について、議員が提言も含めて、村の現状や方針を問うものです。会議録は議会
ホームページのほか、議会事務局でもご覧いただけます。
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の
美
し
い
自
然
や
景
観
な
ど
を
甦
ら
せ
て

ほ
し
い
。
連
携
、
協
力
、
協
働
し
て
い
く

こ
と
が
一
番
大
事
と
思
う
が
。

緑
豊
か
な
自
然
と
か
川
と
か
大
事

に
し
な
が
ら
、
議
会
、
村
民
、
執

行
部
が
、
し
っ
か
り
と
協
力
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
。

千
寿
園
の
建
設
は
、
高
齢
者
に

と
っ
て
非
常
に
重
要
な
施
設
で
あ

り
、雇
用
の
創
出
の
点
か
ら
も
、村
に
と
っ

て
必
要
な
施
設
で
あ
る
。
運
動
公
園
は
、

村
の
一
等
地
で
あ
り
、
ま
ず
は
被
災
さ
れ

た
方
々
を
優
先
し
、
分
譲
地
や
村
有
住
宅

に
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
が
、
村

の
こ
の
貴
重
な
土
地
を
提
供
す
る
わ
け
で

す
か
ら
、
賃
貸
借
な
の
か
使
用
貸
借
な
の

か
お
伺
い
し
ま
す
。

球
磨
村
の
復
旧
を
支
え
て
い
く

施
設
な
の
で
、
無
償
貸
付
で
い

き
た
い
。施

設
入
所
に
は
、
で
き
れ
ば
村
民

を
優
先
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
た
い
と
思
う
が
。

今
も
順
番
を
待
っ
て
お
ら
れ
る
方

が
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
千

寿
園
の
ほ
う
で
し
っ
か
り
考
え
な
が
ら
入

所
に
つ
い
て
は
、
検
討
さ
れ
る
と
思
う
。

小
中
学
校
の
再
編
に
つ
い
て
、
義

務
教
育
学
校
の
建
設
は
、
運
動
公

園
と
言
わ
れ
た
が
間
違
い
な
い
か
。

令
和
6
年
度
に
分
離
式
で
義
務
教

育
学
校
を
移
行
し
、
そ
の
後
は
一

体
型
の
学
校
を
建
設
し
た
い
と
い
う
話
を

し
ま
し
た
。
場
所
に
つ
い
て
は
、
渡
、
一

勝
地
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
し
っ
か
り
協
議
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。

一
勝
地
温
泉
か
わ
せ
み
に
つ
い

て
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
や
国
道

２
１
９
号
の
全
面
通
行
止
め
に
よ
り
、
現

在
、
村
直
営
で
温
泉
の
み
の
営
業
と
な
っ

て
い
る
。
同
じ
観
光
施
設
で
あ
る
球
泉
洞

も
オ
ー
プ
ン
し
た
が
、
観
光
の
復
興
の
点

か
ら
も
、
も
う
そ
ろ
そ
ろ
指
定
管
理
を
し

て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

指
定
管
理
に
つ
い
て
は
、
村
と
し

て
も
で
き
る
だ
け
早
く
、
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
で
取
り
組
み
な
が
ら
準
備
を
し
て

い
る
。
準
備
が
整
い
次
第
、
議
会
に
説
明

を
し
て
い
き
た
い
。

温
泉
の
今
後
の
展
望
は
。

観
光
の
拠
点
で
あ
り
大
き
な
存
在

だ
。早
期
に
指
定
管
理
を
設
定
し
、

し
っ
か
り
と
経
営
を
行
な
い
、
か
わ
せ
み

を
拠
点
と
し
て
、
球
磨
村
の
観
光
を
盛
り

上
げ
た
い
。

早
期
の
災
害
公
営
住
宅
の
整
備
を

望
ん
で
お
ら
れ
る
。
そ
の
申
込
状

況
は
。

渡
災
害
公
営
住
宅
は
建
設
戸
数
が

60
戸
に
対
し
95
世
帯
、
一
勝
地
災

害
公
営
住
宅
は
８
戸
に
対
し
７
世
帯
の
申

込
み
で
あ
る
。

塚
の
丸
宅
地
の
分
譲
地
、
申
込
状

況
、
世
帯
数
、
１
㎡
の
単
価
は
。

造
成
戸
数
が
約
40
戸
、
仮
申
込
み

28
件
、
１
区
画
２
１
９
㎡
か
ら

３
２
０
㎡
ま
で
の
広
さ
で
、
早
く
入
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
１
期
工
事
分
の
27
区
画
を

計
画
し
て
い
る
。
分
譲
価
格
は
１
㎡
当
た

り
５
千
円
を
基
準
と
し
て
い
る
。

永
崎
団
地
の
早
め
の
契
約
・
着
工

を
お
願
い
し
た
い
。
復
旧
復
興
を

着
実
に
進
め
て
行
く
た
め
に
は
、
球
磨
村

優
先
す
べ
き
事
項
と
し
て
、
暮
ら
し
、
被
災
者
の
生
活
再
建

と
備
え
、
災
害
に
強
い
村
づ
く
り
に
向
け
た
復
興
と
備
え
を

中
心
に
策
定

田
代　
利
一 

議
員

復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
生
活
再
建
に
つ
い
て

総
務

課
長

総
務

課
長

村
長

保
健
福
祉
課
長

村
長

村
長

村
長

村
長

一勝地災害公営住宅の完成イメージ写真（永崎団地横に建設）

答問問問

問問問

問問
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神
瀬
地
区
に
お
け
る
住
宅
建
設

と
、
地
域
整
備
計
画
は
。

国
の
改
良
事
業
を
活
用
し
、
令
和

５
年
度
中
の
入
居
開
始
を
目
指
し

て
い
る
。
併
せ
て
、
高
台
で
の
防
災
拠
点

の
整
備
に
取
り
組
む
。

球
磨
川
左
岸
の
県
道
に
つ
い
て

は
、
大
雨
の
た
び
に
冠
水
の
箇
所

が
あ
り
、
集
落
が
孤
立
し
て
し
ま
う
。
部

分
的
な
嵩
上
げ
は
で
き
な
い
か
。

県
に
対
し
て
今
後
も
継
続
し
て
要

望
し
て
い
く
。

災
害
前
ま
で
に
は
各
地
区
に
村
有

住
宅
団
地
が
あ
っ
た
。
住
む
場
所

の
提
供
も
必
要
で
は
な
い
か
。

球
磨
村
に
来
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
取
組
み
が
必
要
で
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。

集
約
を
考
え
て
い
る
の
は
、
下
の

ム
ー
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
だ
け
が
対

象
か
。

順
次
、
錦
大
王
原
に
つ
い
て
も
集

約
を
考
え
て
い
る
。

支
援
策
と
し
て
の
答
弁
も
あ
っ
た

が
、仮
設
内
で
の
移
転
も
対
象
か
。

仮
設
の
集
約
と
い
う
形
で
新
し
く

メ
ニ
ュ
ー
が
で
き
、
集
約
す
る
際

に
は
予
算
措
置
を
考
え
て
い
る
。

神
瀬
地
区
整
備
に
つ

い
て
改
良
事
業
の
エ

リ
ア
内
と
い
う
こ
と
で
示
し

て
あ
る
が
、
国
道
沿
い
か
ら

の
エ
リ
ア
一
帯
で
の
面
的
嵩

上
げ
と
解
釈
し
て
よ
い
か
。

ど
の
所
ま
で
面
的
に

持
っ
て
い
く
か
国

と
も
調
整
が
出
て
く
る
か
と

思
っ
て
い
る
が
、
基
本
的
に

面
的
な
嵩
上
げ
で
今
動
い
て

い
る
。

県
道
、
部
分
的
な
嵩
上
げ
に
つ
い

て
は
。

現
在
、
当
初
の
設
計
を
見
通
し
て

今
検
討
中
と
伺
っ
て
い
る
。
孤
立

す
る
地
区
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
避
難
道

と
な
る
区
間
な
ど
、
嵩
上
げ
を
実
施
す
る

と
聞
い
て
い
る
。

　
随
時
、
県
と
調
整
し
な
が
ら
、
進
め
て

い
き
た
い
。

今
後
、
村
有
住
宅
、
団
地
建
設
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

芝
生
広
場
や
塚
ノ
丸
で
の
村
有
住

宅
の
建
設
を
検
討
し
て
い
く
。

芝
生
広
場
の
仮
設
住
宅
を
村
有

住
宅
と
し
て
供
給
す
る
こ
と
と

し
、
分
譲
地
の
空
い
た
所
で
村
有
住
宅

を
計
画
し
て
い
る
。

仮
設
住
宅
敷
地
内
で
の
集
約
に
よ

る
住
居
移
動
は
行
わ
れ
る
か
。
ま

た
、
対
象
と
な
る
世
帯
に
対
し
支
援
策
は

あ
る
か
。集

約
に
つ
い
て
本
年
度
中
に
計
画

し
て
お
り
、
状
況
に
応
じ
て
集
約

を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
集
約
す
る

際
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
移
転
費
用
と
し

て
補
助
す
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

本
年
度
中
に
計
画
し
て
お
り
、
状
況
に
応
じ
て
集
約
を
進
め

て
い
く

東　
　
純
一 

議
員

仮
設
住
宅
敷
地
内
で
の
集
約
に
よ
る
住
居
移
動
は

行
わ
れ
る
か

村
長

村
長

村
長

村
長

総
務

課
長

村
長

総
務

課
長

副
村
長

副
村
長

建
設

課
長

神瀬中心部上空写真
（提供：国土交通省　八代河川国道事務所　撮影：令和４年６月 )
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も
た
ち
を
置
き
去
り
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

　

義
務
教
育
学
校
に
向
け
、
今
か
ら
取

り
組
ん
で
い
く
課
題
が
あ
る
と
思
う
が
。

義
務
教
育
学
校
に
向
け
、
学
力

の
向
上
面
で
言
え
ば
、
今
取
り

組
ん
で
い
る
の
は
、
中
学
校
の
専
門
課

程
の
先
生
が
、
小
学
校
で
授
業
を
行
う
、

乗
り
入
れ
授
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

義
務
教
育
学
校
に
な
れ
ば
、
も
っ
と

幅
広
い
教
育
課
程
を
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
。脱

炭
素
の
村
づ
く
り
の
具
体
的

な
取
り
組
み
は
。

脱
炭
素
化
を
目
指
す
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
創
出
事
業
を
提

案
し
、
脱
炭
素
先
行
地
域
の
認
定
を
受

け
た
。
今
後
、
自
家
消
費
型
太
陽
光
、

蓄
電
池
を
で
き
る
限
り
導
入
し
、
荒
廃

農
地
や
林
地
等
を
活
用
し
た
太
陽
光
発

電
に
よ
る
電
力
等
を
供
給
し
、
脱
炭
素

化
を
図
る
。

村
民
一
丸
と
な
っ
て
、
必
ず
球
磨

村
を
復
興
さ
せ
る
と
い
う
決
意

を
共
有
す
る
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
つ
い
て

は
、
ど
う
い
う
取
り
組
み
を
考
え
て
い

る
の
か
。現

時
点
で
は
、
球
磨
川
と
共
有
す

る
村
の
自
然
を
活
か
し
た
観
光
村

づ
く
り
と
し
て
「
球
磨
川
リ
バ
イ
バ
ル
ト

レ
イ
ル
」
を
本
年
秋
に
開
催
す
る
。

　

今
後
も
協
議
を
行
い
、
イ
ベ
ン
ト
開

催
を
考
え
て
い
る
。

防
災
体
制
の
強
化
、
消
防
団
員

の
減
少
を
危
惧
す
る
。
自
分
の

身
は
、
自
分
で
守
る
、
自
分
た
ち
の
地

域
を
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
意
識
の

醸
成
が
必
要
と
思
う
、
ま
た
、
防
災
体

制
強
化
の
た
め
に
防
災
協
力
隊
、
機
能

別
消
防
団
の
拡
充
が
必
要
で
あ
る
と
思

う
が
。

防
災
体
制
強
化
の
た
め
に
、
消

防
団
、
防
災
協
力
隊
、
あ
と
防

災
士
の
方
々
を
ど
う
活
用
し
て
い
く
の

か
、
役
割
を
ど
う
す
る
の
か
、
今
後
も

し
っ
か
り
と
防
災
対
応
に
つ
い
て
考
え

て
い
く
。事

業
を
行
う
前
に
、
財
源
確
保

を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
事
業
に
ど
の
く
ら
い
の
予
算
が

必
要
な
の
か
、
財
政
計
画
を
立
て
、
し
っ

か
り
と
財
源
の
裏
付
け
が
必
要
と
考
え

る
が
。

復
旧
、
復
興
に
向
け
た
行
財
政

改
革
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で

今
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
そ

う
で
な
い
こ
と
を
し
っ
か
り
と
区
別
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
な

る
事
務
事
業
の
効
率
化
・
適
正
化
に
努

め
て
い
く
。

避
難
路
計
画
、
避
難
の
妨
げ
に
な

ら
な
い
よ
う
、
現
道
の
危
険
個
所

等
、
し
っ
か
り
と
改
修
す
る
こ
と
が
必

要
だ
と
思
う
が
。

危
険
箇
所
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

地
元
の
意
見
を
聞
き
、
説
明
し
な

が
ら
今
後
も
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。神

瀬
地
区
小
規
模
住
宅
改
良
事

業
の
住
宅
整
備
、
国
の
嵩
上
げ
事

業
の
影
響
が
な
い
箇
所
で
あ
れ
ば
、
単

独
で
嵩
上
げ
事
業
を
行
う
こ
と
は
で
き

な
い
の
か
。

住
宅
整
備
、
嵩
上
げ
事
業
が
少

な
い
エ
リ
ア
と
い
う
こ
と
で
指

定
し
て
い
る
。
こ
の
地
点
で
35
セ
ン
チ

程
度
の
嵩
上
げ
で
の
宅
地
造
成
を
計
画

し
て
い
る
。

義
務
教
育
学
校
の
話
題
だ
け
が

先
行
し
、
教
育
の
本
質
で
あ
る
、

学
力
の
向
上
、
支
援
を
必
要
す
る
子
ど

復
興
へ
向
け
て
前
進
す
る
た
め
に
は
、
現
実
を
し
っ
か
り
受

け
止
め
変
化
に
対
応
し
て
い
く

問復
興
推
進
課
長

村
長

永
椎
樹
一
郎 

議
員

復
旧
・
復
興
、
村
づ
く
り　

ワ
ン
チ
ー
ム
と
し
て

取
り
組
む
こ
と
が
重
要

教
育
長

復
興
推
進
課
長

村
長

村
長

村
長

義務教育学校に向けた３校

問問

問問問

問

答
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住
宅
地
の
安
全
性
に
つ
い
て
、
渡

地
区
の
災
害
公
営
住
宅
建
設
予
定

地
は
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
外
へ
建
物
本

体
を
設
置
し
、
１
階
部
分
を
ピ
ロ
テ
ィ
ー

と
し
、
崖
側
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
を
設

置
し
て
安
全
対
策
を
行
う
。
ま
た
、
渡
、

一
勝
地
地
区
の
災
害
公
営
住
宅
建
設
予
定

地
は
、
国
、
県
と
の
協
議
を
終
え
、
安
全

性
を
含
め
て
建
設
地
と
し
て
の
了
解
を
得

て
い
る
。村

内
の
人
口
減
少
に
つ
い
て
、
被

災
さ
れ
た
住
民
の
方
々
は
新
た
な

宅
地
を
求
め
、村
外
へ
移
住
さ
れ
て
い
る
。

宅
地
造
成
計
画
の
遅
れ
が
人
口
減
少
の
要

因
で
は
。災

害
発
生
後
、
生
活
の
再
建
に
向

け
て
そ
れ
ぞ
れ
が
様
々
な
事
情
を

判
断
さ
れ
、
球
磨
村
を
離
れ
る
決
断
を
さ

れ
て
い
る
。
本
村
に
お
い
て
は
、
球
磨
川

流
域
の
治
水
対
策
、
復
興
計
画
に
基
づ
い

た
復
旧
、
復
興
を
着
実
か
つ
迅
速
に
進
め

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

こ
れ
か
ら
の
復
旧
、
復
興
と
し

て
、
空
き
家
の
利
活
用
は
で
き
な

い
か
。

本
村
に
お
い
て
も
空
き
家
バ
ン
ク

制
度
を
開
設
し
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
村
内
外
の
方
が
利
用
さ
れ
た
実
績
が
あ

る
。
現
在
、
紹
介
で
き
る
物
件
は
５
件
、

う
ち
１
件
が
協
議
、
検
討
中
で
あ
る
。

　
現
状
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
件
数
は

伸
び
悩
ん
で
い
る
。
更
な
る
登
録
を
促
進

し
て
い
く
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
復
旧
、復
興
と
し
て
、

村
内
の
休
耕
田
に
太
陽
光
発
電
の

設
置
計
画
は
な
い
か
。

本
村
は
、
脱
炭
素
化
を
目
指
す
先

行
地
域
と
し
て
認
定
さ
れ
て
お

り
、
公
共
施
設
、
既
存
の
民
間
住
宅
、
事

業
所
な
ど
に
自
家
消
費
量
の
太
陽
光
発
電

設
備
や
蓄
電
池
の
導
入
、
荒
廃
し
た
農
地

や
隣
地
へ
の
設
置
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ま
た
、
蓄
電
池
を
活
用
し
、
孤
立
し
や
す

い
地
域
へ
の
非
常
用
電
源
を
確
保
す
る
計

画
で
あ
る
。
今
回
の
選
定
を
契
機
と
し
て

創
造
的
復
興
と
脱
炭
素
化
の
両
方
を
実
現

さ
せ
て
い
く
。

災
害
前
の
国
道
、
県
道
の
嵩
上
げ

計
画
の
進
捗
と
村
道
に
お
け
る
要

望
事
項
は
な
い
の
か
。

国
道
に
つ
い
て
は
、
国
へ
要
望
書

を
提
出
し
て
い
る
が
、
ま
ち
づ
く

り
計
画
と
密
接
に
関
連
し
て
お
り
、
関
係

機
関
と
調
整
し
て
い
く
と
の
回
答
を
受
け

て
い
る
。
県
道
人
吉
水
俣
線
の
那
良
口
～

友
尻
間
は
工
事
に
着
手
し
て
い
た
が
、
災

害
に
よ
り
工
事
は
中
止
と
な
っ
た
。
再
設

計
を
含
め
検
討
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

村
道
に
つ
い
て
の
要
望
書
は
、
本

年
度
、
村
道
馬
場
線
か
ら
出
て
い

る
。
ま
た
、
昨
年
度
は
、
村
道
岡
線
に
つ

い
て
も
相
談
が
あ
っ
た
。

災
害
発
生
時
の
水
田
に
堆
積
し
た

土
砂
撤
去
は
い
つ
か
ら
着
工
で
き

る
か
。

渡
地
域
の
農
地
等
災
害
に
つ
い
て

は
、
熊
本
県
が
代
行
事
業
に
よ
り

施
行
さ
れ
る
。
県
か
ら
地
権
者
へ
の
説
明

会
を
終
え
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
農
地
の
草
払
い
等
に
つ
い
て
は
、
民
地

で
あ
る
こ
と
か
ら
所
有
者
が
行
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
る
。
な
お
、
災
害
復
旧

工
事
が
着
手
さ
れ
れ
ば
工
事
の
中
で
土
砂

と
一
緒
に
草
等
も
撤
去
す
る
こ
と
が
、
相

談
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

渡
地
区
に
計
画
中
の
災
害
公
営
住

宅
建
設
予
定
地
は
、
土
砂
災
害
警

戒
区
域
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
安
全
な
宅

地
の
確
保
の
観
点
か
ら
、
建
設
場
所
の
変

更
は
で
き
な
い
か
。

土
砂
災
害
警
戒
区
域
外
に
建
物
本
体
を
設
置
し
、
山
側
を

含
め
安
全
対
策
を
行
う

村
長

嶽
本　
孝
司 

議
員

渡
地
区　
災
害
公
営
住
宅
建
設

場
所
の
変
更
を

村
長

村
長

村
長

村
長

建
設

課
長

村
長

工事が始まった渡災害公営住宅

問

問

問問問

問

答
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Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
で
、
小
中

学
生
が
お
ら
れ
る
家
庭
に
つ
い

て
は
、
半
額
補
助
す
る
方
向
と
し
て
い

る
。
今
後
、
高
齢
者
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
え
る
よ
う
検
討
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

村
と
し
て
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
基

づ
く
村
民
へ
の
避
難
の
周
知
は
。

警
報
関
係
の
情
報
が
入
っ
た
場

合
に
、
避
難
の
判
断
を
し
、
で

き
る
だ
け
早
い
時
期
に
、
特
に
夜
中
に

警
報
が
か
か
る
よ
う
な
場
合
は
、
予
防

的
避
難
と
い
う
こ
と
で
夕
方
の
明
る
い

う
ち
に
避
難
で
き
る
よ
う
に
避
難
所
を

開
設
す
る
。

防
災
行
政
無
線
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ

れ
た
が
、
そ
の
十
分
な
活
用
は
。

令
和
２
年
７
月
豪
雨
で
は
、
雨

の
音
な
ど
で
正
確
に
情
報
が
伝

わ
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
。
村
民
の
生

命
や
財
産
を
守
る
た
め
、
機
能
を
十
分

に
活
用
す
る
。
村
は
早
め
早
め
に
防
災

情
報
を
伝
え
て
い
き
た
い
。

現
在
、
個
別
受
信
機
が
村
内
の

仮
設
住
宅
を
含
め
１
，
１
０
０

基
ほ
ど
設
置
さ
れ
て
い
る
。
最
終
的
に
、

住
ま
い
の
再
建
に
応
じ
て
全
世
帯
と
い

う
こ
と
か
。

避
難
所
や
地
区
の
集
会
所
な
ど

含
め
、
一
応
１
，
７
０
０
基
を

想
定
し
て
い
る
。

よ
り
一
層
安
全
な
地
域
を
造
っ

て
い
く
と
い
う
自
主
防
災
組
織

は
、
行
政
が
公
助
と
し
て
率
先
し
て
や
っ

て
も
ら
い
た
い
。
村
内
全
地
域
に
立
ち

上
げ
て
、
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
が
理

想
だ
が
。自

主
防
災
組
織
は
、
今
14
組
織

だ
が
、
少
し
ず
つ
で
も
増
や
し

て
い
き
た
い
。
そ
れ
こ
そ
が
地
域
の
住

民
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

高
齢
者
等
避
難
を
発
令
す
る
の

は
早
く
て
も
構
わ
な
い
。
空
振
り

を
恐
れ
な
い
と
い
う
こ
と
、
ま
ず
、
逃

げ
る
こ
と
、
命
を
大
事
に
す
る
こ
と
が

大
切
だ
。
線
状
降
水
帯
が
発
生
し
た
場

合
の
対
応
は
。

令
和
２
年
の
７
月
豪
雨
の
時
は
、

８
時
間
に
亘
っ
て
居
座
っ
た
。

６
月
１
日
か
ら
気
象
庁
が
、
時
間
的
に

は
６
時
間
前
ま
で
に
警
報
を
発
令
す
る

と
い
う
情
報
が
入
っ
て
い
る
。
気
象
庁

と
も
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
密
に
取
り
な

が
ら
早
め
早
め
に
動
い
て
い
き
た
い
。

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
で
一

王
子
団
地
も
被
災
し
た
。
貸
付
地

の
払
い
下
げ
状
況
は
。

24
区
画
の
う
ち
、
令
和
２
年
度

で
15
件
が
譲
渡
済
み
。
令
和
３

年
度
で
２
件
の
登
記
が
終
了
し
た
。
あ

と
７
件
が
残
っ
て
い
る
。

そ
の
残
り
の
７
戸
は
、
例
え
ば
嵩

上
げ
を
し
て
で
も
住
み
た
い
と

か
と
い
う
意
向
の
把
握
は
。

意
向
調
査
は
し
て
い
な
い
が
、

５
件
が
リ
フ
ォ
ー
ム
さ
れ
、
あ

と
２
件
は
い
ま
か
ら
再
建
を
始
め
ら
れ

る
よ
う
だ
。

災
害
情
報
も
含
め
情
報
通
信
施

設
の
利
用
を
考
え
た
場
合
に
、
テ

レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
は
今

後
、
重
要
性
を
増
し
て
く
る
と
思
う
が
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
公
共
施
設
、
避
難
所
の
情
報
収
集
や

通
信
手
段
と
し
て
、
情
報
格
差
を
解
消
し
、
教
育
環
境
の

改
善
や
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
し
て
い
る

村
長

宮
本　
宣
彦 

議
員

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
情
報
通
信
施
設
）

の
利
用
状
況
に
つ
い
て

総
務

課
長

総
務

課
長

総
務

課
長

村
長

総
務

課
長

村
長

総
務

課
長

デジタル化された防災行政無線

問問問

問問

問問

問

答
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な
る
。
整
備
さ
れ
る
避
難
路
を
含
め
排

水
対
策
を
考
え
た
設
計
で
あ
る
。
ま
た
、

馬
氷
川
へ
の
排
水
経
路
、
排
水
箇
所
は

状
況
を
確
認
し
な
が
ら
整
備
に
努
め
て

い
く
。

塚
の
丸
団
地
造
成
計
画
地
域
は
、

包
蔵
地 

に
隣
接
し
て
お
り
、
文

化
財
な
ど
が
出
土
し
た
場
合
、
造
成
計

画
へ
の
影
響
は
。

塚
の
丸
住
居
エ
リ
ア
整
備
事
業

は
、
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
を
行

い
、
さ
ら
に
造
成
工
事
着
手
後
に
発
見

さ
れ
れ
ば
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
影
響

を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
事
前

の
予
備
調
査
を
早
急
に
行
う
。

計
画
地
域
に
隣
接
す
る
包
蔵
地

は
、
城
山
周
辺
と
近
江
原
地
域

の
２
箇
所
と
な
る
。
埋
蔵
文
化
財
の
価

値
に
も
よ
る
が
、
生
活
跡
な
ど
が
発
見

さ
れ
れ
ば
工
事
を
一
時
中
断
し
、
再
調

査
が
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

千
寿
園
の
村
内
再
建
に
つ
い
て
、

必
要
性
と
村
民
へ
の
説
明
な
ど

今
後
の
対
応
計
画
は
。

千
寿
園
は
、
平
成
12
年
に
施
設

整
備
を
希
望
す
る
村
の
要
望
に

応
え
、
開
設
さ
れ
、
村
の
高
齢
者
福
祉

の
拠
点
施
設
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
き
た
。
被
災
後
は
、
様
々
な
検

討
を
重
ね
た
結
果
、
運
動
公
園
内
、
多

目
的
広
場
を
再
建
場
所
と
し
て
示
し
た
。

一
日
も
早
い
本
復
旧
工
事
に
よ
る
再
建

が
望
ま
れ
る
。
村
と
し
て
も
全
面
的
に

支
援
し
て
い
き
た
い
。

再
建
に
向
け
た
雇
用
創
出
の
考

え
は
。

村
内
で
再
建
を
目
指
さ
れ
る
千

寿
園
の
従
業
員
数
は
最
低
で
も

55
名
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。
地
域
に
根

差
し
た
施
設
運
営
の
た
め
、
で
き
る
だ

け
村
内
雇
用
を
考
え
て
お
ら
れ
る
。
村

と
し
て
も
村
内
雇
用
を
お
願
い
し
て
い

る
。
ま
た
、
再
建
に
向
け
た
地
域
の
方
々

へ
の
説
明
会
を
開
催
し
、
要
望
意
見
等

を
踏
ま
え
て
、
よ
り
よ
い
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
再
建
に
取
組
む
。

暮
ら
し
の
再
建
が
最
優
先
課
題

で
あ
る
な
か
、
塚
の
丸
団
地
の
整

備
が
急
が
れ
て
い
る
。
計
画
地
周
辺
の

排
水
問
題
、
道
路
未
整
備
等
の
対
応
は
。

塚
の
丸
団
地
は
、
令
和
５
年
度
中

の
供
用
開
始
に
向
け
て
取
組
ん

で
い
る
。
計
画
地
周
辺
の
地
元
説
明
会

で
の
要
望
、
意
見
等
を
踏
ま
え
、
地
元

住
民
の
方
々
の
不
安
を
払
拭
し
、
利
便

性
が
高
ま
る
よ
う
検
討
し
、
随
時
対
応

し
て
い
く
。

塚
の
丸
団
地
の
周
辺
整
備
は
、

塚
の
丸
住
居
エ
リ
ア
整
備
事
業

と
は
別
に
検
討
し
て
い
る
。
造
成
工
事

中
の
住
宅
エ
リ
ア
内
道
路
整
備
、
ま
た

は
宅
地
造
成
が
完
了
し
た
後
に
並
行
し

て
検
討
し
て
い
く
。

今
回
、
住
宅
エ
リ
ア
内
に
調
整
池

が
設
け
ら
れ
る
が
、
調
整
池
か
ら

馬
氷
川
へ
の
排
水
経
路
、
排
水
箇
所
の

整
備
は
。住

民
の
方
々
か
ら
意
見
、
要
望
が

あ
る
な
か
、
県
と
も
協
議
を
重

ね
て
き
た
。
大
地
の
降
雨
等
を
集
水
し
、

調
整
池
か
ら
適
正
に
放
流
す
る
こ
と
に

住
民
の
方
々
の
不
安
を
払
拭
し
、
状
況
を
確
認
し
な
が
ら

対
応
す
る

村
長

西
林　
尚
賜 

議
員

塚
ノ
丸
団
地
周
辺
地
域
の
整
備
は

建
設

課
長

建
設

課
長

村
長

村
長

保
健
福
祉
課
長

教
育

課
長

ほ
う   

ぞ
う    

ち

包
蔵
地

　
　

と
は

遺
跡
や
遺
物
な
ど
の
文
化

財
が
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
土

地
。全
国
で
約
44
万
か
所

あ
る
。文
化
財
保
護
法
に

よ
り
、包
蔵
地
と
し
て
周

知
さ
れ
て
い
る
土
地
で
土

木
工
事
な
ど
を
行
う
場
合

は
、届
け
出
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
。

住宅整備用地の塚の丸エリア（山口地区）

問問

問問

問

答
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申
し
込
み
時
点
で
は
家
族
構
成

な
ど
考
え
て
い
る
の
か
。

家
族
構
成
な
ど
精
査
は
し
て
い

な
い
が
、
高
齢
者
の
方
々
が
何
年

か
経
つ
と
出
ら
れ
る
事
が
あ
る
と
思
う
。

た
だ
、
豪
雨
災
害
か
ら
３
年
経
つ
と
普
通

の
公
営
住
宅
と
し
て
活
用
出
来
る
の
で
、

空
き
家
に
な
ら
な
い
よ
う
に
随
時
入
居

募
集
す
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
た
だ
、

被
災
さ
れ
た
方
々
が
住
ま
い
の
再
建
が

終
わ
ら
な
い
と
一
般
の
方
々
の
入
居
は

考
え
な
い
。

一
勝
地
災
害
公
営
住
宅
の
建
設

は
住
宅
の
性
能
評
価
等
の
段
階

で
項
目
が
多
く
少
し
遅
れ
て
い
る
が
、

着
実
に
進
ん
で
い
る
の
で
令
和
5
年
10

月
入
居
開
始
出
来
る
よ
う
に
と
考
え
て

い
る
。

千
寿
園
の
移
設
に
つ
い
て
、
何
の

議
論
も
な
く
、
な
ぜ
、
運
動
公
園

多
目
的
広
場
な
の
か
、
塚
の
丸
エ
リ
ア

な
ど
、
ほ
か
に
安
心
安
全
な
場
所
は
な

い
の
か
。千

寿
園
の
再
建
に
つ
い
て
は
、

豪
雨
災
害
後
、
社
会
法
人
慈
愛

会
・
県
・
球
磨
村
3
者
で
協
議
、
検
討

し
、
安
全
な
高
台
を
再
建
場
所
と
し
て
、

法
人
か
ら
村
へ
用
地
確
保
を
依
頼
さ
れ

た
。
再
建
整
備
す
る
面
積
が
、
総
合
運

動
公
園
以
外
に
な
い
こ
と
か
ら
、
多

目
的
広
場
を
再
建
場
所
と
示
し
た
。

近
隣
の
住
民
及
び
渡
保
育
園
と

寿
泉
寺
へ
の
説
明
は
。

村
と
千
寿
園
合
同
で
多
目
的
広

場
で
生
活
さ
れ
て
い
る
被
災
者

と
近
隣
の
住
民
及
び
渡
保
育
園
や
寿
泉

寺
へ
の
説
明
会
を
開
催
し
、
再
建
計
画

へ
の
理
解
と
協
力
の
お
願
い
を
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

「
か
わ
せ
み
」
の
再
建
に
つ
い

て
、
村
民
の
意
見
を
聞
く
機
会
、

物
産
館
な
ど
に
人
が
集
ま
る
工
夫
な
ど

活
性
化
復
興
に
向
け
て
何
か
考
え
ら
れ

な
い
か
。宿

泊
・
レ
ス
ト
ラ
ン
・
物
産
館

な
ど
し
っ
か
り
運
営
出
来
る
会

社
に
指
定
管
理
を
委
託
し
、
経
営
改
善

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

物
産
館
な
ど
を
利
用
し
て
村
民

に
よ
る
村
民
の
直
売
店
を
つ
く

る
事
は
出
来
な
い
か
。

現
在
、
村
直
営
で
運
営
を
行
っ

て
い
て
、
事
業
者
で
は
な
い
の

で
村
民
の
直
売
店
は
想
定
し
て
い
な
い
。

復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
で
は
「
く

ら
し
」
と
「
そ
な
え
」
を
最
優
先

的
に
取
り
組
む
と
し
て
い
る
が
。

各
地
域
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
最

優
先
課
題
の
安
全
な
宅
地
の
整

備
、ま
た
、治
水
事
業
説
明
会
を
開
催
し
、

令
和
４
年
３
月
に
計
画
を
完
成
し
、
各

事
業
の
予
算
も
確
保
し
つ
つ
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

神
瀬
お
よ
び
高
沢
地
区
で
は
計
画
に

基
づ
い
て
、
避
難
の
整
備
、
防
災
拠
点

の
整
備
に
さ
ら
な
る
機
能
強
化
を
図
る
。

災
害
公
営
住
宅
建
設
の
遅
れ
で

入
居
開
始
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

災
害
公
営
住
宅
の
仮
申
し
込
み

数
は
、
渡
・
一
勝
地
も
重
複
を

含
め
充
分
に
埋
ま
っ
て
い
て
、
渡
は
令

和
5
年
８
月
に
、
一
勝
地
は
令
和
5
年

10
月
に
は
入
居
開
始
出
来
る
と
思
う
。

各
地
域
協
議
会
に
て
議
論
を
重
ね
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る

復
興
推
進
課
長

村
長

板
㟢　
壽
一 

議
員

復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
進
捗
状
況
は

復
興
推
進
課
長

総
務

課
長

村
長

村
長

村
長

復
興
推
進
課
長

千寿園の再建予定地

問問

問問

問問問

答
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令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
か
ら
の
早
期
復
旧
と
、

復
興
に
係
る
財
政
支
援
を
国
会
議
員
へ
要
望

　
令
和
４
年
７
月
28
日
、
金
子
恭
之
総
務
大

臣
、
松
村
祥
史
参
議
院
議
員
、
馬
場
成
志
参

議
院
議
員
の
３
名
へ
要
望
書
を
手
渡
し
、
豪

雨
災
害
か
ら
の
早
期
復
旧
と
復
興
に
係
る
財

政
支
援
を
要
望
し
ま
し
た
。

金子恭之総務大臣へ要望書を提出金子恭之総務大臣へ要望書を提出

松村祥史参議院議員（代理：下四日市秘書）へ松村祥史参議院議員（代理：下四日市秘書）へ
要望書を提出要望書を提出

馬場成志参議院議員へ要望書を提出馬場成志参議院議員へ要望書を提出

鎌倉市へふるさと納税代行のお礼で訪問（比留間副市長の挨拶）鎌倉市へふるさと納税代行のお礼で訪問（比留間副市長の挨拶） 神奈川県大磯町議会の取組みを視察研修神奈川県大磯町議会の取組みを視察研修

　

令
和
４
年
７
月
29
日
に
、
神
奈
川

県
大
磯
町
議
会
を
視
察
研
修
の
た
め

訪
問
し
ま
し
た
。

　

大
磯
町
議
会
で
は
、
平
成
27
年
度

に
全
国
町
村
議
会
特
別
表
彰
を
受
賞

さ
れ
て
お
り
、
議
会
の
活
性
化
を
図

る
た
め
議
会
基
本
条
例
の
制
定
や
、

議
会
報
告
会
、
一
般
会
議
な
ど
住
民

へ
開
か
れ
た
議
会
に
取
組
ん
で
お
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

研
修
で
は
、
議
会
改
革
に
取
り
組

ま
れ
た
経
緯
や
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、

議
会
の
活
性
化
へ
向
け
た
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
の
折
、

球
磨
村
の
ふ
る
さ
と
納
税
代
行
業
務

を
行
っ
て
頂
き
、
８
７
８
件
、
１
，

５
３
５
万
円
ほ
ど
の
寄
付
を
頂
い
た
神

奈
川
県
鎌
倉
市
を
松
谷
村
長
と
議
会
で

訪
問
し
ま
し
た
。

　

鎌
倉
市
で
は
豪
雨
災
害
を
知
っ
た

住
民
の
方
々
か
ら
、「
何
か
力
に
な
れ

な
い
か
と
」
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
、

災
害
翌
日
に
は
寄
付
を
募
ら
れ
た
こ

と
に
対
し
、
改
め
て
村
長
が
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

議会活性化に向け視察研修を実施感謝の言葉を述べる
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渡小学校 ６年生渡小学校 ６年生

＜６年＞　大山　楓雅さん
　ぼく達の学級は、毎日笑っています。笑わせる人、笑
う人がいて、朝の時間や昼休みも、楽しく笑顔で過ごし
ています。そして、みんな仲がいいです。授業では、隣
の人と話をしてしまう人もいるけど、真剣に取り組む人
が多いです。もうすぐ夏休みなので、行事やテスト、学
習のまとめなどがたくさんあります。ぼくは、みんな真
剣に取り組んで頑張ってほしいと思っています、６年生
の学級目標、毎月の生活目標、毎日のめあて、人権宣言
などを意識して守っていきたいです。そして、６年生の
いいところの「話し合いが上手」「あいさつ、返事が上
手」「よく食べるところ」などを、もっと増やせるように頑
張りたいです。

＜担任の先生＞　中西　万里
　６年生は、男子 10 名、女子６名、計 16 名です。
気持ちが優しく、友達を大切にできる６年生です。朝
から、自分たちで時間を見て行動し。、朝の会を始め
ることができ、気持ちの良いスタートを切ることがで
きています。授業中にも、自分の意見を堂々と発表
できる子どもが増え、嬉しいです。１学期は運動会も
学校のリーダーとして、いろいろな場面で活躍して
頑張りました。２学期は修学旅行や学習発表会、持
久走大会などもありますが、様々な経験を積み重ね、
力を付け、自信を持って卒業式を迎えられるように、
これからの学校生活も一緒に頑張っていきたいと思
います。

学級目標

DREAM～夢に向かってがんばるなかま～
　な：何でも挑戦し、粘り強く取り組みます！
　か：考えて行動します！
　ま：学び合い高まります！

DREAM～夢に向かってがんばるなかま～
　な：何でも挑戦し、粘り強く取り組みます！
　か：考えて行動します！
　ま：学び合い高まります！

クラスの自慢

・大きな声で返事ができる。（「はい。」の返事）
・時間を守って行動しようとしている。（３分前着席）
・６年生として「がんばろう！」という気持ちがある。
・授業中に、いい意見を発表しようと頑張っている。

・大きな声で返事ができる。（「はい。」の返事）
・時間を守って行動しようとしている。（３分前着席）
・６年生として「がんばろう！」という気持ちがある。
・授業中に、いい意見を発表しようと頑張っている。
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■球磨村世帯数：1,308世帯　■人口：3,010人　男：1,456人　女：1,584人（令和4年８月１日現在）
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